
 

 

 

☑１ つくるものは実物ではなく
モデル 

 時間内に完成するよう，開発する
システムは，モデルで良いとし
た。 

 モデルに使う，センサ，アクチュエ
ータ，筐体の材料は１００円均一
ショップ等で購入したもの，３年
間の学習で余ったもの，を用意し
た。 

☑２ 開発会社という 
シチュエーションを設定！ 

 グループを会社とみたてて，
リーダー，プログラマー，メカニ
ック，広報などの役割を決めて
分担・協力した。例えば広報担当
は試作発表会などで，他のグル
ープへ機能を説明する役割を
果たした。 

☑３ 課題設定の支援  をいろいろ実行 

 防災について，災害の発生前，発生時，
発生後の３場面に分けた。また，「足りない
ものは何か」「あったらいいな，できたらい
いな」を考えさせた。 

 地域の防災組合の方の話を聞く機会を
設定し，災害時に想定されることについて
学習した。 

 社会科と連携し，自助・共助・公助の視点も
意識しながら構想できるようにした。 

 

① 新防災システムの構想と試作，発表（４時間） 

 まず，個人で構想し（１時間），その後，３～４人のグループで１つのモデルを構

想した（２時間）  。「何のためにどうしたいの？」という言葉がけを大切にし

て，目的を実現する手段を試行錯誤するよう促した。 

 この間，モデルに使うものや授業で余ったものを，いつでも手に取って試行

錯誤できるよう，教室後方に準備した（写真）。 

 最後に，試作発表会と相互評価を行い，計画の改善に生かした（１時間）。 

 

 

 

地震や水害など，自然災害は我が国にとって常に
身近な脅威であり，防災に大きな関心が寄せられて
います。こうした災害への対応には，建築物の構造，
電気インフラ，情報通信技術など，技術分野におい
て学習してきた様々な技術が関わっていることに
気付きます。 

そこで，防災をテーマとして，技術分野の各内容
における指導項目や題材によるこれまでの学習を
踏まえた，統合的な問題の解決に取り組んだ事例を
紹介します。 

 

 

◼ 次の統合的な問題の解決に挑戦しました 

解決する問題 ： 防災に関わる問題 

設定する課題 ： グループ毎に，これまで学習した内容ＡからＤの技術を踏まえて解決できる課題を設定 

構想する解決策 ： 設定した課題を解決する新防災システムのモデル 

生徒たちがつくったシステムのモデル例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 生徒がいろいろなモデルを思いつくように，こんな工夫をしました 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 実際の授業の流れ 

 

 

 

 

 

実際の題材の流れ 

＜災害発生前＞備えとして，大雨で一

定の水位を超えたら文字と音で通知

してくれるシステム 

統合的な 

問題解決 
第３学年１７.５時間 

＜災害発生時＞地震で家が揺れた

ら，点灯して避難経路を示してくれる

システム 

＜災害発生後＞避難中，高齢者の方の

熱中症対策として，一定の気温に達し

たら自動でファンが回り出すベスト 

https://mext.box.com/s/xv08myxvsxa7nzugdtd9d25yhjxa0kvi
https://mext.box.com/s/b5ok01kyij0odq3e4kqmkrajesgo505l
https://mext.box.com/s/b5ok01kyij0odq3e4kqmkrajesgo505l
https://www.youtube.com/watch?v=LNvr2Lx8d_w


 

 

 

構想を何回も練ることで，全ての人の需要に合うような

装置を作れると思いました。実際の生産現場でも，今回

のような製作工程であることが分かれば，エンジニアの

人が増えていろんなシステム案が出るのではないかと思

いました。ＡＩでもこの仕事はできそうだけど，人間が案

を出し，ＡＩがシステムを作るなど，人間とＡＩが協働する

ことで，もっと暮らしやすくなるシステムが作り出せるの

ではないかと思います。 

身近なものにセンサやシステムなどが多く活用されてい

ることを知りました。システムを使えば人間がすると危険

なことや時間がかかることもできるのではないかなと思

いました。人にはできない危険な作業を，実際にロボット

で行っていると聞いて，このような技術が今よりもっと

発展すれば一人暮らしの高齢者や外国の方など，全ての

人が安心して暮らせる社会になるのではないかと思いま

した。 

生徒の意見 

使用した教材やサービス ※基本的に１人１台端末とクラウドサービスの活用を前提としています。 
 地域防災組合の方にゲストティーチャーをしていただく準備   ● ｍicro:bit   ● Stretch3（各種拡張機能） 

 iPadを使用する場合はScrubアプリ  ● これまでの問題解決で用いたものは使用可能（材料と加工の端材等）  
 入力装置 ： ｍicro:bit搭載の各センサ，赤外線センサ，水位センサ，タッチセンサ  
 出力装置 ： 音声（iPadから），サーボモータ，ポンプ，LEDライト，ブザー，過去の製作物，100円均一ショップの家電等  

② システムのモデルの製作，修正・改善（８時間） 

 製作時間を８時間設けた。実装まで行きつくよう「実際に動作するところまで
作り上げてね」という言葉がけを大切にしつつ，生徒が試行錯誤しながら構想
することができるよう，チャレンジを褒めることも心掛けた。 

 これまでの学習が活きるよう，例えばカーテンの開閉を考える場面では，エネ
ルギー変換の技術の学習を振り返らせるなどした（写真）。 

 途中，作品発表会で修正方法や進捗状況を助言しあい，改善を行わせた。 

③ 振り返り，まとめ（３.５時間） 

 「できたこと，できなかったこと」「更にシステムを改善するなら」という質問
項目を設け，個人でワークシートに振り返りを記載させた。 

 内容Ｄ（４）社会の発展と情報の技術につなげるため「防災以外に，世の中
で利用されているシステムにはどのようなものがあり，どのような使われ方を
しているのか」と質問し，自分たちが開発したシステムと社会における技術と
を比較させた。 

防災に関わる 
問題を解決！ 

■ 次のような姿を発揮 

 端材などでモデルを

試作する 
 試作の動作確認を，実
際の状況を想定して

行う 
 複数の装置をつなげ
てシステム化する 

 ＡＩを用いた自動制御
のアイデアを出す 等 
 

 

 
 

▲授業の映像はコチラ 
クリックでもOK 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ （４）社会の発展と情報の技術ではこんなことを学びました 

位置情報を利用したアプリの調査を通した情報の技術の見方・考え方の気付き（内容Ｄ（１）），コンテンツ

制作とＡＩに機械学習を行う経験（内容Ｄ（２）），本事例でのシステムづくりの経験等を踏まえ，今後開発の

加速化が想定される生成ＡＩの技術について，その活用の様子と可能性を紹介した後，プラス面，マイナス面

を評価させた。そして，将来，新しい技術の登場とその関わりを想定して「今後あなたは技術とどのように関

わっていきますか？」と質問し，ワークシートにまとめさせた。 

◼ 授業の結果，どんな生徒が育ちましたか？ 

自分のためではなく，他者や社会のために，技術を問題解決できないかな，と考えるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 統合的な問題に取り組むまでの３年間を見通した指導計画 

第１，第２学年の学習を踏まえた統合的な問題になるよう，第３学年をゴールとして次の指導計画を立てた。 

第１学年 第２学年 第３学年 

内容Ａ（１）（２）（３）「①

基本の型と１００均ＤＩＹ

でより良い生活を実現

しよう！」（２３ｈ） 

内容Ｂ（１）（２）（３）「②

袋大根栽培で収穫祭！

どんな大根で勝負す

る！？」（１２ｈ） 

内容Ｃ（１）（２）（３）「③Ｌ

ＥＤの光をこんな風に使

ってみました！」（２３ｈ） 

内容Ｄ（１）（２）「④機械

学習を用いて，学校の

危険を回避せよミッシ

ョン！」（１２ｈ） 

内容Ｄ（３）（４）「⑤地域に届け，ミニドク

ターが提案する新防災システム！」 

地域に役立つ防災システ 

ムを開発しよう（１５.５ｈ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

家庭生活での材料

加工に関わる身近

な不便さの解決 

材料の性質，丈夫な

構造等 

形状の構想，加工，

組み立て，修正等 

ＣＡＤ，３Ｄプリン

タ，ＡＲ技術の理解 

現在の栽培の改善

の余地を考え解決 

地域生活でのエネル

ギーの利用に関わる

身近な不便さの解決 

エネルギー，交通イ

ンフラ等 

回路の構想，配線，

筐体への実装等 

学校生活での情報の

表現や交流に関わる

不便さの解決 

情報通信ネットワー

クの仕組み等 

情報処理の手順の構

想，プログラミング等 

ＡＩの利用やその機

械学習の理解 

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
踏
ま
え
た 

統
合
的
な
問
題
の
解
決
に
挑
戦 

社会の発展

と技術(2h) 

 

https://microbit.org/ja/
https://stretch3.github.io/
https://www.youtube.com/watch?v=CkP03fNifAI

